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メギ科ナンテン属Nandina domestica、
中国原産らしいが日本にも古くから
自生。１属１種の常緑低木で高さは
2～3mほど。属名は日本語の南天に
由来するらしく、英語名もNandin。
関東以南によく見かける。学内でも
工法庵庭の他にあちこちに生えてい
る。6月頃に花が咲き、冬に丸い実
が熟して赤くなる。葉柄の茎に接続
する基部は膨らんで茎を抱くと図鑑
にあった。葉は3回3出羽状複葉と
言い、小葉の小羽軸と羽軸に関節が

ある。葉が落ちた後の葉柄は硬くな
り、関節の跡の三つの窪みを手に押
しつければ跡形が残り、子供の判子
であった。中国で「南天竹」と呼ば
れるのは、先の尖った円錐形の葉や
節のある様子が竹に似るためらしい。
冬、熟した実は小鳥の餌になり、い
つの間にか見えなくなる。英国に入っ
たのは1804年で、先端の枝に集ま
る6弁の小さな花と赤い実が喜ばれ、
heavenly bambooとして温室栽培で
広がったらしい。
ナンテンの実には数種のアルカロイ
ドが含まれる。有毒の成分もあるの
で、種の伝播には不利と思うが、食
べた鳥が慌てて移動するので種が広
がると言う。本当だろうか。ナンテ
ンの実（生薬の南天実）にはドメス
ティンdomestineなどのアルカロイ
ドが含まれ、咳を和らげる働きがあ
るらしい。また、「難を転ずる」とこ

ろから、ナンテンの葉と実は縁起物
として料理や正月の飾りに使われる。
葉に含まれるナンジニンnandinineに
は防腐・殺菌の作用もあるとのこと
である。
子供の頃、田舎の祖父の家に行くと、
西北角に廊下から入る厠があり、扉
近くの庭に面して吊り手水が下げら
れ、傍にナンテンが植えられていた。
難を転ずるだけでなく、ナンテンと
手水は縁が深いようである。
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